
―先生が大切にしている探究アプローチ―

Point of View

＃現代哲学　＃ロボット　＃個性　#脳と身体と心

哲学的視点から、ロボットと人間の
共生社会のあり方を考える

>> 哲学は科学の最先端の場所で活躍する学問

　日本で哲学といえば、哲学史を学ぶことだと思われていますが、

そうではありません。アリストテレスやデカルト、カントなど有名な

哲学者も、哲学史を研究していたわけではない。当時の最先端の

科学を自ら考え、その科学によって人間観がどう変化するのか、あ

るいはどのように倫理・道徳をとらえ直すのかといったことに向き合

い、常に最先端の場所で時代を牽引していたのです。この役割を

強調するために、哲学をあえて現代哲学と呼び、私の専門としてい

ます。

　現在、人型ロボットの開発が盛んに行われており、ロボットと人

間が共に生きる社会が訪れようとしています。そんな社会になったと

きに必要なのは、ロボットとうまく共存していくことです。私は哲学

的な観点から、この共生社会のあり方を考える研究をしています。

>> ロボットがパートナーになるとは

　ロボットと人間の共生社会において、ロボットはいろいろな役割

を担うことになるでしょう。その最終形態の一つは、我々のパート

ナーになるということです。それは、自分と一緒に歴史を刻んで家

族の一員になることを意味します。犬や猫というペットを考えると、

しゃべるといったことはできないけれど、それぞれ個性がありますよ

ね。パートナーになるためには、ロボットもこの個性をもつことが

必要なのです。

　ここで言う「個性」とは、個人の身体的特徴の違いと同じで、内

面から生み出される「ユニークな多様性」を意味しています。これ

を解明するため、人型ロボットに異なる個性をプログラムし、ロボ

ット同士あるいはロボットと人間に関係をもたせ、被験者の行動上

の変化やロボットに対する印象の変化をデータとして蓄積するとい

う実験を始めています。最終的にはこのデータをもとに、「個性を

実現する認知行動プログラム」を開発することを目的としていま

す。さらに、ロボットと人間が共生するうえでの倫理観といったもの

も再構築していく必要があると思います。

ロボットを通して、
脳と身体と心の関係を知りたかった

>> 学生時代に、「心の哲学」と出会った

　私が高校生の頃、小さな正義感から、「世界ってどうなっている

の？　おかしいんじゃないか？」と思っていました。そんな時、ヘー

ゲルやマルクスなどの哲学的なものの見方に触れ、そのうちに「心

の哲学」という領域に興味をもつようになったのです。これは、一

般的に非物質的であるとされる心と、物質的な身体との関係を考

える分野で、古代から続いているテーマです。

　研究を進めていくうちに、我々の世界では神秘的な何かによって

心が作り出されているのではなく、物理的な事実が先立ちすべてを

決定している、という物理主義的世界像を受け入れざるを得ない

という結論に達しました。つまり、おそらく脳が心を決定していると

いうことです。でも脳がどのような働きをして心を決定しているの

かは定かではありません。そうなると、やはり脳と身体と心の関係

はどうなっているのだろうという疑問が湧きました。その究極的な

問いの形が「ロボット」でした。

>> ロボットに心をもたせることは不可能ではない

　例えば、あなたが宇宙人に出会ったとします。宇宙語を翻訳して

いろいろなやり方で彼らと話をする。そのときに、その宇宙人の脳

にあたる部分が、人間とは相当違うからといって、「宇宙人に心が

ない」と考えますか？　それよりも、宇宙人の心というのは我々と違

った物質で実現されていると考えるほうが自然ではないでしょう

か。これをもう少し大きくとらえれば、人間と宇宙人とで、素材やメ

カニズムに違いはあっても、それらをうまく組み合わせれば同じ心

を出現させることは可能ではないか、という考えに至ります。それ

ならば、脳と身体にあたる機械的な構造やボディをもつロボットに

心をもたせることも、それらの関係を解明することもまた不可能で

はありません。こうして、ロボットを使って心を考える研究を皮切り

に、ロボットと人間の共生社会のあり方を考える研究へとつながっ

ていったのです。
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視点を軽やかに変えて、
別の方向から
物事を見る

　常識から外れて、今までと違う見方をする

ということです。常識というのは世の中を見る

フレームのようなもので、これがあると、世の

中を効率的・スピーディーに見ることができま

す。その反面、すべてにおいて、周りと同じ一

辺倒な見方をしてしまうことにもつながる。だ

から「これ、ちょっと違うんじゃん？」という率

直なノリで、視点を軽やかに変えて違う方向

から物事を見てみると、新たな気づきを得る

ことができるのではないでしょうか。

　視点を変える際に大切なのは、経験のバ

ラエティだと思います。といっても、自分一り

で経験できることはそう多くはありません。音

楽や絵画を楽しんだり、人と話したり本を読

んだりするなかで、自分とは異なるものの見

方を蓄積して、その素地を作っておくと、違

う角度でのアプローチのハードルが低くなる

でしょう。

　私の場合は、音楽の力を借りることが多い

ですね。ジャンルはジャズやクラシック。狭いと

ころで煮詰まっているときにそれらを聴くと、

柔らかな発想、強靭な構成、壮大な世界観、

清冽（せいれつ）なイメージ、遠い地平線といっ

た形での予感をもらうことができます。最終的

には、「視点を切り替えるぞ！」と意識せず自然

にそれらができるようになれば、より実りの多

い気づきが得られるのではないかと思います。
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この研究に
かかわりがある学問

● 研究テーマについて

● 研究のきっかけ

218 219

人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト

S

A

B

D

C

E

F

H

G

 I

J

K

L

M

N

O

P

Q

R

T

Nature & Universe

GAKUTAN_BOOK@10_Nature_theme_0608.indd   218-219 19/06/08   16:27


